
通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上原本
下コピ

１
１

Ⅰ
６

明治１６年１１月
（１８８３年）

請取之証
○榛原郡湯日村戸長役場
●納人：榛葉市太郎

明治１６年度、地方税下半期､金９円４銭、と記載する。
※横帳（№６）の綴じ紐に代用されていたものを復元。

原
本

状 1 上１１０

２
２

Ⅰ
６

明治18年
（１８８５年）

（領収票）
○阪本村組戸長：堀本頴一郎
●納人：池田兵左衛門

　①２銭７厘　（湯日村分・３月２０日）　②９銭４厘、但し、湯日村分（８月１５
日）

原
本

状 2 上１１０

３
３

Ⅰ
６

明治２８年より
（１８９５年）

（領収票）
○初倉村収入役：平井　保
●島田：澤田兵左衛門

租税納入であるが、それは地租割税、畑租、村費などある。但し、年により
異なる。その年とは明治２８年から３２年までの間。
※横帳（№6）の綴じ紐に代用されていたものを復元。

原
本

伝
票

10 上１１０

４
４

Ⅰ
６

明治３０年
（１８９７年）

領収証
○初倉村収入役：平井　保
●澤田兵左衛門

村費、畑税、地租割りなど、一まとめに綴じている。
※横帳（№６）の綴じ紐に代用されていたものを復元。６枚の伝票を一つに
綴じている。

原
本

綴
り

1 上１１０

５
５

Ⅱ
７

（明治）１９年１２月
（１８８６年）

記
○池新田村：伊名善
●甚兵衛島村：澤田番之助

〆金２円５６銭８厘の請取。
※横帳（№６）の綴じ紐に代用されていたものを復元。

原
本

状 1 上１１０

６
６

Ⅴ
３

明治１９年１月
（１８８６年）

当座帳并湯日村畑扣
○島田宿川原町:澤田兵左衛門（裏表紙）
●記載なし

●横井分、作人清右衛門・栃山分等、散田を書付ける。●湯日村に存する
畑・茶畑の地価 等 種々を覚として書付ける。●外に、屋根葺きの出費内
容、炭買い付けの扣などもある。明治１９年より書き始めて明治３６年まで。

原
本

横
帳

1 上１１０

７
７

Ⅴ
３

明治３１年
（１８９８年）

大 福 帳
金出入

○河原町:澤田兵左衛門（裏表紙）
●記載なし

貸し金した相手からの返金、利子等を書付ける。また借用金証書、代理人
の委任状なども一緒に綴じ込んである。 下

竪
帳

1 上１１０

通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コ
ピー

８
３２

Ａ
１

（天保以降）
（江戸幕府役職・人名尽く
し）

○記載なし
●記載なし

大老・老中・若年寄から始まり幕府役職の細部にわたり（就任人物・家紋・
石高・詰所など）紹介している。

表紙劣化
原
本

横
半

1 上１１０

９
２０

Ｋ
２

（江戸期） 諸山参詣案内
○一新構社　金指丸一屋善蔵
●記載なし

遠州地方（含三河）の諸寺案内や、道中宿場や旅籠を紹介している。諸寺
とは、可睡斉・秋葉山・方広寺・鳳来寺、豊川稲荷のこと。

色付き、
サイズ２５.５×１
９ｃｍ

原
本

絵
図

1 上１１０

数
量

撮
影

分類：Ｋ－２　宗教・習俗・身分ー習俗

備　　考

原・
写
区
別

形
態

分類：Ａ－１　支配ー領知 №２

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影

分類：Ⅴ－３　その他ー家政

地区番号：１　地区名：旧市・澤田家文書目録
　

分類：Ⅰ－６　政治行政ー租税

分類:Ⅱ－７　経済･政治ー商業

№１

標　　　　題 摘　　　　　　　要



１０
１４

Ⅰ
１

明治３６年４月３日
（１９０３年）

依頼書
○島田公民会
●澤田松之助

大会会場取締依頼状である。
原
本

状 1 上１１０

１１
６８

Ⅰ
1

明治３６年９月１８日
（１９０３年）

会報ー島田公民会
○島田公民会会長：町井八三
●河原町区評議員外会員澤田松之助、斉藤秋次
郎

町政刷新始末大要（冊子１０ペ～ジ）を河原町区の評議員と会員に送った
もの。

原
本

状と
冊

状１
冊子

１
上１１０

１２
３５

Ⅰ
６

明治２５年より
（１８９２年）

（集金台帳）
○記載なし
●記載なし

明治２５年～２９年までを記載、４１名分、それぞれ半期ごと治める。ちなみ
に一例をあげると、大池周平　改め半金３円１９銭２厘、澤田松之助・半期
金５円６１銭１厘。

原
本

横
帳

1 上１１０

１３
４８

Ⅰ
８

明治１１年９月
（１８７８年）

（該橋営繕中諸事世話方
依頼）

○架橋発起兼結社人：向阪弥平治・仲田源蔵・鈴
木久一郎・桜井邦蔵
●島田宿：澤田兵左衛門

「今般架橋新築に付き該橋営繕中　諸事世話方及依頼候也」とある。
原
本

状 1 上１１０

１４
６３

Ⅰ
11

11月28日 書状

○清国盛京省大連湾第軍守備隊兵砧部后備歩
兵第５連帯第２中隊第１小隊第１分隊：澤田松之
助
●大日本帝国静岡県下志太郡島田町川原町：澤
田兵左衛門

１１月２０日廣島宇品湾より出発、馬関港を経て２３日韓国大同江着、２５日
午後６時清国大連湾に着く、これより上陸、盛金省支那の有地、９時頃着
く、これまでの苦労、この地の厳寒、不衛生等を報せたもの。

原
本

状 1 上１１０

１５
８

Ⅰ
11

１２月 はがき
○名古屋市江川町　后藤為吉方：山本常吉
●静岡県駿河国志太郡六合村栃山：山本文五郎

去る１２月１日付にて３等看護長に任ぜられたことを報せたもの。
原
本

は
が
き

1 上１１０

１６
３４

Ⅱ
２

明治２３年１１月
（１８９０年）

大井川開墾地名寄帳
河原町区

○記載なし
●記載なし

開墾者　①大池国平　〆元２反２畝２９歩、改反別１反８畝３歩、②澤田松
之助　〆元２反８畝１７歩、改反別２反３畝８歩、と展開し、合計３９名を載せ
る。

原
本

横
帳

1 上１１０

１７
３６

Ⅱ
２

明治２３年１２月
（１８９０年）・寅

堤外開墾地名寄帳
河原町

○記載なし
●記載なし

①諸入費を記載する。②各人の反別とその金銭を記載（４１名分）、最後に
「記」として、合計反別３町１４歩、この内訳として１等地～６等地に分けてそ
の料金を記載している。例：１等地は３反３畝２２歩、この料金２０円２４銭。

原
本

横
帳

1 上１１０

１８
３１

Ⅱ
２

（明治２３年）
（１８９０年）

約定書
○川原町区惣代
●記載なし

川原町住民が島田町堤外の綜反別３町４反４畝２９歩を拝借したもの。拝借
期限は明治２３年～２７年までの５ヶ年間、その使用要領。借地料・小作人
への貸付条件とかを記載した約定書。

紙劣化、変
色

原
本

綴
り

1 上１１０

通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コ
ピー

１９
４１

Ⅱ
２

記載なし （田畑反別等級訂正）
○記載なし
●記載なし

田畑等級２等～６等までの反別訂正、所有者を書上げる。
原
本

綴
り

1 上１１０

２０
２６

Ⅱ
４

明治３３年
（１９００年）

明治３３年第１月４日　初出
式祝儀受納抄

○記載なし
●記載なし

祝儀として受取ったものは、酒１斗・５升・３升・２升とかを、銀行や運送会社
から得ている。また個人個人からは３０銭、５０銭･･･････とかの金子が目立
つ。

原
本

横
帳

1 上１１０

２１
２３

Ⅱ
４

明治４３年１月４日
（１９１０年）

雑費諸勘定扣
○島田方渡船請負中（表紙）
●記載なし

明治４３年１月１日より４４年２月までを記載する。記入例：明治４３年８月２９
日、出水のため船及び道具片付けとして、６人の名前を挙げ、計金６０銭（１
人に付き１０銭）を支払い。

原
本

横
帳

1 上１１０

２２
１１

Ⅱ
５

明治３７年４月
（１９０４年）・辰

苗代田割
○記載なし
●記載なし

苗種（白ほこく・うるし餅・日本錦等）９品種を並べ、１３日水入れ、２１日種ま
き、としている。

原
本

状 1 上１１０

２３
４０

Ⅱ
５

明治４４年４月
（１９１１年）

生葉目方控
○川原町：澤田（裏表紙）
●記載なし

４月２７日より記入始め、６月２７日まで記載する。２貫２３０目とか、８８０目な
どもあるが、概して１貫目台が多い。

原
本

横
半

1 上１１０

２４
４２

Ⅱ
６

大正２年２月２４日
（１９１３年）

（古稲扱直し）
○遠州袋井町稲扱製造販売元農工舎：土屋房吉
出張所：土屋幸四郎
●澤田松之助

古稲扱１挺直し、代金２円２０銭の約定。
原
本

厚
紙

1 上１１０

撮
影

分類：Ⅱ－４　産業・経済ー経済団体

分類：Ⅱ－５　経済・産業ー農林業

分類：Ⅱ－６　経済・産業ー鉱工業

分類：Ⅱ－７　経済・産業ー商業

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

分類：Ⅰ－６　政治経済ー租税

分類：Ⅰ－８　政治行政ー土木・水利

分類：Ⅰ－１１　政治行政ー戦争・兵事

分類：Ⅱ－２　産業・経済ー土地

分類：Ⅱ－２　産業・経済ー土地
№３

 近 現 代 の 部
分類：Ⅰ－１　政治行政ー町村政



２５
３０

Ⅱ
７

明治３０年１０月６日
（１８９７）

書状
○島根県出雲国安来町：門脇順蔵
●伊藤房吉

御注文挽鋸、これを送りたいので、代金の送付を願う。
原
本

状 1 上１１０

２６
３０

Ⅱ
７

明治４５年４月２９日
（１９１２年）

生茶扣
○土橋
●沢田

沢田が土橋から購入した生茶、その代金が月日ごとに記載される。
原
本

横
半

1 上１１０

２７
２７

Ⅱ
７

大正２年１月３１日
（１９１３年）

記
○駿洲島田町　岩醤油店
●澤田

酒６升分（２回に分けて購入）、従来からの残金分も入れて金１円１６銭、こ
れを受取る。

原
本

状 1 上１１０

２８
４４

Ⅱ
７

大正２年１２月
（１９１３年）

記
○志太郡島田町：新伝紺屋
●沢田

注文品売却、その代金９月２０日に内金３円入るも、それ以後また紺物注
文、結局差引き金１円４４銭を受取る。

原
本

状 1 上１１０

２９
４６

Ⅱ
７

大正３年２月１９日
（１９１４年）

記
○福井勇平
●川原町：澤田

７月２８日～１２月２０日迄売却米、搗米８俵２斗４升、この金１円５５銭、また
１２月２９日米３表、２口計２円９銭、これ受取る。

原
本

状 1 上１１０

３０
５０

Ⅱ
７

3月8日 記
○大久保嘉康（島田２丁目）
●甚兵衛島：沢田由兵衛

１月２０日、皮付き柳行李、その代金（１円９０銭）を受取る。
原
本

状 1 上１１０

３１
５６

Ⅱ
７

5月28日 記
○金谷町：木田副平
●澤田松之助

正中ガス６１俵、その代金１００円４２銭の領収。
原
本

状 1 上１１０

３２
５１

Ⅱ
７

12月30日 記
○油店
●沢田

正油３升、２口　計８０銭、これを受取る。
原
本

状 1 上１１０

３３
４５

Ⅱ
７

記載なし 記
○福井水車（島田）
●川原町：沢田

７月９日～１２月２２日までの売却米俵、計１２俵、この金１円６８銭、これを受
取る。

原
本

状 1 上１１０

通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コ
ピー

３４
１０

Ⅱ
８

明治２０年８月４日
（１８８７年）

落札金受取之證
○金子受取主：松井次郎右衛門、澤田兵左衛門
●右講世話人：桜井正蔵

桜井豊蔵　１１人請　第３会目　金６０円落札、その抵当は田９畝２３歩（島
田宿大津道上中溝南）：この持主松井次郎右衛門、更に同地田６畝２９歩：
この持主澤田兵左衛門、どちらの田地も地価・地租を記載する。

原
本

綴
り

1 上１１０

３５
５２

Ⅱ
８

明治３０年４月
（１８９７）年

産業積立請規則
○産業積立講幹事：秋野橘太郎、酒井友次郎、桜
井正蔵、森淑、谷村藤太
●記載なし

この講は１口１０円として、明治３０年４月より始め、３９年１０月まで行われ
る。条文は１８条からなる規約がある。

丁数４枚
原
本

活
字
判

1 上１１０

３６
１６

Ⅱ
８

明治３１年３月２７日
（１８９８年）

借用金証書
○借主：松井治郎衛門、保証人：澤田松之助・池ヶ
谷勝蔵
●菅沼代吉

金２００円借用する。この抵当は、田２反１７歩、この地価１７９円５６銭５厘、
返済は３１年４月２５日まで、元利ともに、とする。

原
本

状 1 上１１０

３７
１３

Ⅱ
８

（明治）３１年８月
（１８９８年）

記
○沢田兵左衛門
●平口忠右衛門

明治１２年８月２８日～１３年９月１９日まで４回で計金１８円、これが請求金
額、これを明治１３年９月から３１年８月までの１８ヶ年、年利１割５分として相
手に請求したもの。

原
本

状 1 上１１０

３８
２８

Ⅱ
８

明治３１年
（１８９８年）

請求下金請取扣
○記載なし
●記載なし

２月２１日、金５３５円１銭４厘請取、３月９日、金３４９円８３銭２厘請取、な
ど、５月１７日までそれぞれ記載し、総計３９３４円２６銭９厘となっている。

丁数１４枚
原
本

綴
り

1 上１１０

３９
１７

Ⅱ
８

明治３２年１０月
（１８９９年）

（当座預金の案内）
○駿河国志太郡島田町ＫＫ島田銀行
●澤田兵左衛門

明治３２年９月まで、当座預金積数（２口座）計：２５８９６円、この利子金３円
８８銭４厘、とある。

原
本

状 1 上１１０

４０
１２

Ⅱ
８

明治３４年９月２０日
（１９０１年）

落札講金受取之証
○落札金請取人：沢田松之助、同平口菜次郎、保
証人：桜井勝作
●立林月掛講

第１７回目講において、金６６円落札、受取る。
原
本

状 1 上１１０

４１
１９

Ⅱ
８

（明治３６年）
（１９０３年）

（貸付金書上）
○記載なし
●記載なし

明治３５年４月～３６年９月に至る１２名の者の貸付金額、利子金、返済金額
を記載する。

原
本

状 1 上１１０

４２
２２

Ⅱ
８

明治４３年１２月
（１９１０年）

（利子金受取証）
○島田町　ＫＫ勝間田銀行島田支店
●澤田松之助

明治４３年１２月金利子４円也、受取り。
原
本

厚
紙

1 上１１０

４３
２５

Ⅱ
８

明治４５年４月２５日
（１９１２年）

キ
○澤田松之助
●大池三代蔵

預かり元金２００円也（明治４４年７月より）、これより４４年８月米代金出し、４
５年１月米代金出し、利息、この間の利足分を元金に入れても４５年２月に
は差引金３円５７銭の不足、と通知する。

原
本

状 1 上１１０

４４
４９

Ⅱ
８

大正元年８月２７日
（１９１２年）

記
○勇平
●川原町：澤田

１月２４日～５月２３日まで、米売却、その合計搗米１２俵、この金１円９８銭、
これを受取る。

原
本

状 1 上１１０

４５
２１

Ⅱ
８

大正２年５月１日
（１９１３年）

記
○澤田松之助
●井上岩吉・澤田幸太郎

①明治４１年５月～大正２年４月まで、元金１００円　利息７５円、②明治４１
年７月より大正２年４月まで、元金１００円、利息７１円２５銭、以上２口、この
内金２３１円２銭を受取る。

原
本

状 1 上１１０

４６
６６

Ⅱ
８

2月20日 書状
○山本常吉
●澤田松之助

金１００円、都合つけてもらい、入手できた。申込証書を書いて置かねばな
らない処、それが出来兼ご立腹の由、ということで今後のあり方を述べてい
る。

原
本

状 1 上１１０

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

分類：Ⅱ－８　経済・産業ー金融
№４



４７
７０

Ⅱ
８

4月3日 書状
ー御歎願書在沖ー

○山本常吉
●澤田松之助

商売がうまくゆかず、各方面から多額の借財、だからと言って、親類筋の澤
田家には迷惑をかけたくない。これまでの借財１０年間の年賦償却として貰
いたい。面会して改めてお願いする。商売失敗はインド藍に手を出したこ
と。

原
本

状 1 上１１０

４８
５７

Ⅱ
８

記載なし 書状
○秋田直吉
●沢田松之助

金子借用に付き願い状。
原
本

状 1 上１１０

通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コ
ピー

４９
４７

Ⅱ
９

明治１１年９月
（１８７８年）

（大井川水主許可状）

○架橋発起兼結社人：向阪弥平治・仲田源蔵・鈴
木久一郎・桜井邦蔵
●島田宿：澤田兵左衛門・立林源助・高橋保助・
新間平助・小林喜代七・木俣善右衛門・高橋松
吉・松島浦吉

許可状の文面は次のとおり「今般、大井川水主依頼候に付きては諸事正路
に勉強致すべき事」。

原
本

状 1 上１１０

５０
３８

Ⅱ
９

明治４１年１月１日
（１９０８年）

大井川渡船又請負書

○志太郡島田町川原町区　又請負者：塚本三太
郎・沢田松之助・松井順吉・松井次郎吉・川原文
吉
●川原町区　大井川渡船世話人御中

差出人５名による請負は、明治４１年１月～１２月３１日、大井川渡船の島田
方請負、その請負金額２２０円、この内１５０円は４１年度分鈴木文作殿へ納
金、金５０円は川原町区内得金、金２０円は糴増金、これを月割にて治め
る。

丁数４枚
原
本

竪
帳

1 上１１０

５１
３３

Ⅱ
９

明治４１年
（１９０８年）・戊申

大井川渡船収支明細帳
○記載なし
●記載なし

上欄外に月日、上欄に入金額と当番姓名、そして下欄に、支払済金があ
る。例：１月２日の上欄：金１円８０銭　立林辰吉、下欄に、明治４０年１１月金
３０銭・渡船台帳、とある。

原
本

竪
帳

1 上１１０

５２
３７

Ⅱ
９

明治４２年１月１日
（１９０９年）

大井川渡船又請負者申合
書

○島田町川原町区：沢田松之助・塚本三太郎・松
井須吉・町井彦吉・大池国平・加賀友蔵・松井次
郎吉
●記載なし

大井川渡船又請負者間契約書を挙げる。これは前文と１１ヶ条文から成る。
この大井川渡船を１区内で請負った。その総額は金２２０円、この金額は月
割りにして納入する。その具体的取り決め事項も記載している。

丁数５枚
原
本

竪
帳

1 上１１０

５３
３９

Ⅱ
９

明治４４年１月４日
（１９１１年）

大井川渡船又請負連中申
合書

○島田町川原町区又請負者：塚本三太郎・沢田
松之助・町井彦吉・加賀友蔵・立林代次郎・松井
順吉・大池国平
●記載なし

大井川島田方の又請負に付き、納金契約書の件、これを箇条書きにする。
すなわち、①請負高綜糶金２２０円、②鈴木久作への掛金１ヶ年分１５０円、
半額７５円ずつ１月・７月に納入。③糶増金・得金７０円を川原町区内へ納
入、外、内訳申し合わせは１１ヶ条に及ぶ。

丁数７枚
原
本

竪
帳

1 上１１０

５４
６９

Ⅲ
７

記載なし 出火の件
○橋本茂兵衛
●川原町区（甚兵衛島）：澤田松之助

「幸町出火」として、１５人の氏名を挙げる。この中には澤田松之助の名前も
見える。

原
本

状 1 上１１０

５５
１８

Ⅳ
３

明治２５年１月
（１８９２年）・辰

快林寺再築講
○嶋田町川原町講中：澤田兵左衛門（裏表紙）
●記載なし

快林寺再建に当たり、１口金１円８０銭宛て、但し半口とし月ごとに４名ずつ
徴収、それは明治２５年２月～１２月、明治２６年１月～１２月、明治２７年１
月～１２月、明治２８年１月～７月迄、但し、半口９０銭（１人）よりはるか少な
い額となっている。

原
本

半
横
帳

1 上１１０

５６
２４

Ⅳ
３

明治３４年２月
（１９０１年）

稲荷神社・不動明王賽銭
記

○扱預かり主：澤田松之助（表紙）
●記載なし

①八重枠稲荷社の方は明治３４年初午より始まり、明治３７年２月までの賽
銭、②不動明王の方は明治３４年８月から明治３５年４月までの賽銭を書上
げる。１ヶ月ごと集計している。

原
本

横
半

1 上１１０

　

５７
４３

Ⅳ
４

明治２８年
（１８９５年）・乙未

明治２８年乙未星操
内務省御届済

○欠
●欠

明治２８年の暦、７月まであり、８月以後は欠。 活字印刷
原
本

小
帳 1 上１１０

５８
２９

Ⅴ
３

明治３６年５月
（１９０３年）

製茶之通
○澤田由兵（表紙）
●なし

この「製茶之通」の外に、あと１通「製茶之控」を綴じこんである。記載内容
は２冊ともに製茶のみではなく、生活必要品もあって、いわば家計簿的帳
簿である。

原
本

綴
り

2 上１１０

通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コ
ピー

５９
５３

Ⅴ
３

明治４５年４月１５日
（１９１２年）

キ
○大池店
●沢田

明治４４年２月２６日より４５年４月に至る購入品とその代金を列挙し、途中
内金の受取金も書き入れる。購入品としては、下駄・帽子・ハエ取り・ハンカ
チなどの日用品が目立つ。

原
本

状 1 上１１０

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

分類：Ⅲ－７　社会・労働ー災害

分類：Ⅳ－３　教育・文化ー宗教・習俗

分類：Ⅳ－４　教育・文化ー学問・出版

分類：Ⅴ－３　その他ー家政

分類：Ⅴ－３　その他ー家政
№６

分類：Ⅱ－９　経済・産業ー運輸・通信
№５

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

原・
写
区
別

形
態

数
量

撮
影



６０
７２

Ⅴ
４

明治２７年１０月７日
（１８９４年）

ハガキ（通信）
○嶋田川原町：沢田火栄逸
●神奈川県三浦郡横須賀要塞砲兵営舎后備兵
第５連帯第２中隊第１小隊：沢田松之助

清国への進軍のこと耳にして心配している。このハガキ着き次第返事請う。
原
本

ハ
ガ
キ

1 上１１０

６１
５５

Ⅴ
４

（明治２８年）
（１８９５年）

書状
○夫さわだ
●竹（妻）

この夫 松之助が盛京省許家屯に在駐、その戦地から内地の妻に宛てた
切々たる恋文。

原
本

状 1 上１１０

６２
６７

Ⅴ
４

明治２８年４月１７日
（１８９５年）

手紙

○大日本帝国静岡県駿河国志太郡島田町川原
町通：沢田竹（妻）
●新日本盛京省許家屯第２軍守備后備歩兵第５
連帯第２中隊第１小隊兵砧守備：沢田松之助

通し番号６１の夫松之助の恋文に応えて、今度は妻の竹が夫に送ったこれ
また深愛のラブレターである。

原
本

状 3 上１１０

６３
７１

Ⅴ
４

明治３６年７月２２日
（１９０３年）

ハガキ（通信）
○静岡歩兵第３４連帯第１２中隊：川原与吉
●志太郡島田町川原区：沢田松之助

書中見舞いと、当方の無事を伝えたもの。
原
本

ハ
ガ
キ

1 上１１０

６４
５４

Ⅴ
４

3月26日 書状
○橋本茂兵衛
●澤田　外

土地の売買に付き、買受人の宛名及び地所の区別をはっきりさせてしらせ
るようにとの通知。

原
本

状 1 上１１０

６５
６１

Ⅴ
４

4月16日 書状
○静浜村宗高二テ：増本健太郎
●志太郡島田町河原町：澤田松之助

六合新堤防人夫の件につき、意見を伺う。
原
本

状 1 上１１０

６６
５８

Ⅴ
４

7月13日 書状
○青島村追分：渡辺
●島田町新田村：増本権右衛門

薬の効用に付き報せたもの、５週間くらい続けて服用しないと効果なしと、
その薬代金を記して通知している。

原
本

状 1 上１１０

６７
５９

Ⅴ
４

8月20日 書状
○２丁目：澤田亥太郎
●川原町：澤田松之助

平林喜平氏の金借の件で面談したく、是非拙家まで出張願いたい旨を通
知。

原
本

状 1 上１１０

６８
６２

Ⅴ
４

9月5日 書状（前欠）
○榛原郡吉田村大幡：八木喜一郎
●志太郡島田町字甚兵衛島：澤田松之助

（前欠）譲り受けの件、小生も希望したく、相談を願う。
原
本

状 1 上１１０

６９
６４

Ⅴ
４

9月5日 書状
○志太郡島田町川原町：沢田栄逸
●相州神奈川県下三浦郡横須賀要塞砲兵頴営
内後備兵第５連帯第２中隊第１小隊：沢田松之助

手紙をもらったその礼状を述べ、許されるならば面会したい旨を伝える。
原
本

状 1 上１１０

７０
６５

Ⅴ
４

9月12日 書状
○志太郡六合村細島斉藤兼吉方：桝本健太郎
●島田町：澤田松之助

定用人夫賃、石工夫賃、計３５９円８３銭の送金通知。
原
本

状 1 上１１０

７１
６０

Ⅴ
４

12月4日 書状
○八木嘉一郎
●島田市甚兵衛島：澤田松之助

拝借金５００円のこと、これとは別に返却すべき４１円８０銭の件につき申し
入れる。

原
本

状 1 上１１０

７２
９

Ⅴ
４

記載なし 書状
○謙太郎
●塚本嘉平

私信：弟の死亡につき、その後の処置を記載する。謙太郎は海外（台湾）に
居住か？

原
本

状 1 上１１０

分類：Ⅴ－４　その他ー日記・書簡


